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第２４回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 長谷川良光は、令和４年５月２５日、午前９時３０分、農業委

員を足利市役所に召集し、第２４回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 桐生さとみ     

  ４ 藤生正浩   ５ 清水 茂   ６ 岡村奏一 

  ７ 本島一喜      ９ 三田照子 

１０ 星野雅彦 １１ 森山正和 １２ 河内義昭 

１３ 長谷川良光 １４ 赤坂安一 １５ 遠藤茂太 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

蓼沼克夫、松﨑茂夫、青木芳光、長竹武男、鴇田忠夫、岩本仙太郎、本嶋ミチ子、 

嶋田重雄、関口孝雄、入江泰三、齋藤 幹、沖山匡弘、山根常夫、平塚和弘、 

石川弘幸、小林重雄、田島哲夫 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

局長 安西 健、次長 河内 厚、主幹 原島一晃、副主幹 齋藤玲子、主査 杉戸政徳 

１ 書記は、次のとおりである。 

主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

(議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１３名であります。 

欠席委員は３番 石𣘺委員、８番 柏瀬委員であります。 

推進委員の出席は１７名であります。 

なお、推進委員の皆さんは、農業委員会等に関する法律第２９条により担当

地区の農地等の最適化の推進について意見を述べることができます。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決 

処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第３号までについて 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 
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議長 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１３名で定足数に達して 

おりますので、これより第２４回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午前９時３１分 開会】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

４番 藤生委員、１０番 星野委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

はじめに、資料の訂正をお願いいたします。 

議案書の５ページをお開きください。 

申請番号１２番、譲渡人の名前の１文字目が空欄となっております。こちら

の文字（文字を提示）を追加いただきますようお願いいたします。なお、推進

委員さんの資料は手書きで訂正済でございます。 

それでは専決処理についてご説明いたします。 

議案書の１ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、総括表に基づきましてご報告いたします。 

農地法第４条の届出は、件数が３件、筆数が５筆、面積が２，７２０㎡と 

なっております。農地法第５条の届出は、件数が１４件、筆数が１７筆、面積

が４，４７６㎡となっております。合計いたしまして、件数が１７件、筆数が

２２筆、面積が７，１９６㎡となっております。詳細につきましては、第４条

の届出が２ページに、第５条の届出が３ページから６ページまでに掲載して

おります。 

以上報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 
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主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案書の７ページをお開きください。 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

５月の申請件数は２件でした。 

議案書の６１ページをお開きください。 

１番、申請地は福富町地内の畑、２１９㎡ほか１筆、計３５２㎡です。 

譲受理由は、自宅に近く耕作に便利なためで、譲渡理由は、相続人がおらず

農地として管理し続けるのが困難であるため手放したいというものです。契

約内容は所有権移転の売買です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断いたします。 

２番も隣接した農地で、譲受人が同じであることから、続けて説明いたしま

す。 

議案書の６２ページをお開きください。 

２番、申請地は福富町地内の畑、２６９㎡です。 

譲受理由は、自宅に近く耕作に便利なためで、譲渡理由は、会社員であり耕

作ができないため手放したいというものです。契約内容は所有権移転の売買

です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断いたします。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

以上、３条許可申請２件です。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

本件は一括して審議いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

２番 桐生委員。 

２番 桐生です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の６１、６２ページをご覧下さい。 

調査年月日は令和４年５月１６日、月曜日、午前９時から、調査班は三田委

員を班長といたしまして、岡村委員、本島委員、長谷川会長、私の５名で調査

を行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については事務局から説明がありましたので

省略いたします。 

今回の調査は、３条許可申請に伴い、申請地の確認を行ったものでありま

す。申請地は畑として適正に耕作及び管理されており、申請人の自作地につい

ては、合計１４６筆を事前に事務局で確認し、適正に耕作がなされていること

の報告を受けましたので、省略させていただきました。 

申請地については自宅から近いため耕作をするのに利便性が良く、また、所

有する他の農地の耕作状況などからも、周辺農地の農業上の支障はないもの

と判断いたしました。 



4 

 

 

 

 

議長 

 

田島推進委員 

議長 

 

議長 

 

議長 
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また、別紙調査書に基づき、許可基準の要件を満たしていることを確認した

ため、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

問題ないと思います。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号はそのように決定いたしました。 

続いて議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを

議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の８ページをお開きください。 

議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明い

たします。 

５月の申請件数は８件、うち一般住宅３件、太陽光５件でした。議案書の後

半にある個別の調査書を見ながらご説明いたします。 

では、議案書６３ページをお開きください。 

１番、申請地は羽刈町地内の田、２８０㎡ほか６筆、計３，３４５㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル７５６枚を１，９４

２．９２㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有

権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断いたします。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７０ページをお開きください。 

２番、申請地は板倉町地内の田、３６８㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１１３．６４㎡を設置するもので

す。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、土地改良実施

区域のため農地区分は第１種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断いたします。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７１ページをお開きください。 

３番、申請地は新宿町地内の畑、７３㎡ほか１筆、計３３７㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、雑種地３筆、計１５７．４５㎡と一体利用し、

延床面積１０２．３７㎡を建築するものです。申請理由は記載のとおりで、契

約内容は所有権移転の売買、農地区分は第１種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断します。 
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議長 

 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７２ページをお開きください。 

４番、申請地は島田町地内の畑、３２５㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１６７．５８㎡を建築するもので

す。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の贈与、農地区分は第

１種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断します。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７３ページをお開きください。 

５番、申請地は県町地内の田、３５４㎡ほか５筆、計３，９２５㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル８４０枚を２，１５

８．８０㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有

権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断します。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７４ページをお開きください。 

６番、申請地は羽刈町地内の田、３５５㎡ほか２筆、計２，０３３㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル４４４枚を１，１４

１．０８㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有

権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断します。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７５ページをお開きください。 

７番、申請地は羽刈町地内の田、３５８㎡ほか２筆、計２，６６７㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル５５２枚を１，４１

８．６４㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有

権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断します。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７６ページをお開きください。 

８番、申請地は羽刈町地内の田、１，９５７㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル４４４枚を１，１４

１．０８㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有

権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断します。 

現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

以上、５条許可申請８件です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 
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議長 

 

山根推進委員 

平塚推進委員 

議長 

 

議長 

 

議長 

 

６番 岡村委員。 

６番 岡村です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の６３ページをご覧下さい。 

調査年月日、調査班は、議案第１号と同じです。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情について、申請地の現地確認と、申請人および申

請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、本市で太陽光発電事業を営む申請人が、事業の拡大を目的に申請地

を譲り受け、太陽光発電設備用地として利用したいというものです。 

高圧の発電設備用地として必要な広さを確保できる土地を市内で探したと

ころ、本申請地が条件に合致したとのことでした。発電出力は４０８．２キロ

ワットで、売電単価は税抜き１１円、年間約４００万円の売電収益となり、９

年目には収支がプラスになる計画です。転用にかかる費用の全額を自己資金

で賄います。 

事業計画によると、整地のみを行い、造成はありません。官地を挟んだ土地

を事業地とした理由を尋ねたところ、南側の３筆は面積がやや小さく、北側の

４筆と一体で利用して高圧の発電設備を設置するのが効率的と判断したとの

ことでした。なお、南北の事業地を接続する電線は地中に埋設するため、法定

外公共物占用許可が必要であることを確認しています。 

周辺の農地が耕作中であることから、草刈りや水路の堀さらいなどを計画

的に行い、耕作者に影響が及ぶことのないように念を押し、了解を得ました。 

申請地は、東は田および水路、北は田、南は田、西は田です。水路機能が維

持されれば残存する農地に影響はないと考えます。 

結論として、申請地は羽刈町西部の第２種農地であり、申請人の実情から転

用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることから、調査

班としては許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

ありません。 

ありません。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番から８番までを上程いたします。 
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本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、２番から８番まではそのように決定いたしました。 

続いて議案第３号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１１ページをご覧ください。 

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。 

先に、資料の訂正をお願いします。１６ページの申請番号１６ですが、この

方は以前、認定新規就農者でありましたが、期限が切れ、現在、認定農業者の

認定を申請中であるため、記載されている認定農業者の文字は削除してくだ

さい。申し訳ありません。 

では、説明に戻ります。今回は令和４年５月３１日公告予定分であります。 

議案書の１２ページをお開き下さい。今回の議案の総括表であります。貸借

権設定が１６９件で、面積は３８８，５５２．４６㎡です。所有権移転はあり

ませんでした。 

利用権設定の詳細につきましては、１３ページから５４ページまでに掲載

しております。 

なお、１番については、新規就農の案件ですのでご説明いたします。議案書

７７ページをお開きください。 

５月１６日に開催された運営委員会の資料を掲載しております。申請人は

名草上町在住の非農家で、申請地を借り受け、水稲の栽培を行うというもので

す。申請地は名草下町にある田 １，２３１㎡ほか２筆、計２，３２９㎡で、

契約期間は２年間です。 

議案書７７ページ右側から８１ページまでに、営農計画書、位置図、地籍図、

現地写真、利用権設定申出書を掲載しております。 

以上、審議の後、承認をいただきましたら、５月３１日付けで公告の手続き

を行います。よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は運営委員会で調査しておりますので、報告を求めます。 

１５番 遠藤運営委員長。 

１５番 運営委員長の遠藤です。 

新規就農について、運営委員会の実情調査の結果を報告いたします。 

今回は、申請人からの、農地の利用権設定の承認の申出に伴い、別添の申請

資料にもとづきまして、申請人出席のもと、実情調査を行いました。 

調査年月日は、令和４年５月１６日、月曜日、午後１時３０分から、運営委

員４名で調査を行いました。 
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申請内容、申請理由については、事務局から説明がありましたので省略いた

します。 

申請人は名草上町在住で、８年前に夫婦で本市に移住し、自営業の傍ら、近

隣の休耕地で自家野菜を作っています。名草地区で太陽光発電への農地転用

が進む中、副収入の確保と、里山の景観維持のため、申請地を借り受け、農業

に取組みたいとのことです。 

水稲は、初めての作物ですが、周囲の農業者に機械を借り、また営農指導を

受ける予定です。名草地区は、新たに農業を始める若い人材が不可欠のため、

自身の営農が軌道に乗った際は、夫婦の情報発信力を駆使し、他の地域から人

を呼び込むとともに、農地の有効活用に地域で取組むコミュニティを作りた

いとのことです。 

申請人は、名草地区に根付いており、また、営農への強い意欲があることを

確認いたしましたので、運営委員会といたしまして、申請人の新規就農および

利用権設定を承認したいと考えています。 

以上で、報告を終わります。  

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番から１１番までを上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、５番 清水委員

６番 岡村委員、１０番 星野委員、１２番 河内委員、１４番 赤坂委員の

退席を求めます。 

【午前１０時３分  退席】 

本件について、意見を求めます。 

４番 藤生委員。 

４番 藤生です。申請番号６の渡人は、お亡くなりになっています。この場

合の扱いを教えてください。 

事務局が把握しておりませんでした。申出書の提出を受けた時点で、事務局

で存命であるか否かの確認を徹底いたします。６番を除いて上程をお願いい

たします。申し訳ありませんでした。 

それでは、６番を除く２番から１１番までは、計画のとおり決定することに

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、６番を除く２番から１１番まではそのように決定いたし

ました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、退席した５名の委員の出席を

求めます。 
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【午前１０時６分  出席】 

続いて１２番から１６９番までを上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、１２番から１６９番まではそのように決定いたしました。 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

続いて非農地証明願の処理経過について、事務局の報告を求めます。 

議案書の５５ページをお開きください。 

非農地証明願の処理経過について、ご説明いたします。 

申請地は小俣町にあります畑、面積は６７２㎡です。願出の理由は、昭和６

１年以前から、隣接する宅地と一体的に住宅敷地として利用しているとのこ

とです。非農地として２０年以上経過しており、証明の要件を満たしておりま

す。受付日は令和４年４月１３日、処理日は４月２０日です。現地確認は事務

局と森山委員で行っております。以上、ご報告いたします。 

ただいま事務局より報告のあった本件について、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは、ご了承願います。 

なお、議案末尾に農地法第１８条第６項の規定による通知について載せて

おきましたので、ご承知おきください。 

また前回の総会において、農業会議に諮問する旨の議決をされた、農地法第

５条許可申請につきましては、４月２８日に開催された常設審議委員会にお

いて、許可相当との答申を得、会長専決にて許可の決定と指令書の交付をした

ことをご報告いたします。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第２４回足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午前１０時１０分  閉会】 

 

 

この会議のてん末は、書記 本田未央子の記載したものであるが、その内容の相違ない

ことを証するためここに署名する。 

 

令和４年６月２７日 

 

足利市農業委員会 

４番委員 

 

１０番委員 
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